


















The Plot of "Chiritotechin" Appeared in the Names by Which Characters Are Called (2)
NAKAMURA Yoshihide*
The teleplay "Chiritotechin" broadcasted from October Heisei 19 to March Heisei 20, is the 
work which acquired record popularity in the history of the NHK continuation serialized novel for 
television. It is thought that factor of its popularity is a precise plot. The fine quality of its scenario 
and production is thought finely. Above all, the names by which characters are called symbolize 
their personalities and human relations. I think that the names have played the important role in 
the plot. I verified new positioning of the names by which characters are called in fictions which 
proposed "Chiritotechin" from the HYOGEN-GAKU viewpoint. In this second paper, I considered 
the interrelation of the names by which characters are called, based on consideration about the 
characters' names in the previous paper. and I clarified the research topic.
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草若に一対一で苦言を呈する時（第  週・第 23 週）も、
草若襲名をめぐって草々らと激しく口論する（3）のシー
ンも、やはり〈僕〉が一人称である。































































































































































































































































































































































































































































人物 元のコンプレックス→ 表層的成功→ 挫折・雌伏期→ 最終的な生きざま
喜代美
自分は常に裏のビーコであ
ると考え、裏方に徹する糸
子を批判
落語に生きる途を見いだし
落語家として活躍
草若の落語を伝えられてい
るのか悩む
糸子を模範とし、裏方とし
て周囲を支えるおかあちゃ
んになる
清海
ええ子ちゃんのエーコであ
ることに倦む
報道の途を目指しキャス
ターとして活躍する
大成せず母の病気に伴い失
意の帰郷
キャスターの経験を活かし
塗箸製作所を経営
草若 －
上方落語四天王と呼ばれる
落語家となる
妻の死とともに高座を離れ
荒れた生活を送る
みごと高座に復帰し常打ち
小屋開設の夢を弟子に託し
て死去する
秀臣
努力で太刀打ちできない伝
統塗箸の「血」の力を正典
に思い知る
大量生産の塗箸製作所を設
立し冷徹な経営に徹し成功
する
製作所の経営が傾き閉鎖を
考える
正典と協力して塗箸の普及
と発展に努める
正典 －
人生を賭けるべき会心の塗
箸を完成する
糸子の許に駆けつけ塗箸修
業を断念する
秀臣らの協力で伝統塗箸の
名人として大成
草原
緊張してカむ癖があり高座
で笑いをとることができな
い
「おとくやん」に転職して
妻子とともに安定した生活
を始める
「おとくやん」での仕事も
性に合わずストレスを溜め
る
落語家に復帰し腕を上げる
とともに落語文化の普及に
貢献する
草々
小草若に落語では勝っても
草若との絆の強さでは敵わ
ないと感じる
精進を重ね上方落語若手三
国志と呼ばれる実力派に成
長する
一門会で大失敗し草若も引
退状態になり高座に上がれ
なくなる
高座に復帰しやがて喜代美
とともに弟子を育てる
小草若
一日違いで兄弟子となった
草々に永遠に追いつけない
と感じる
テレビタレントとして人気
を博し経済的にも潤う
人気が落ち落語にも自信が
もてずついには重圧に負け
失踪する
自分の個性を活かした新し
い形の落語家となるべく草
若を襲名する
四草
妾の子という境遇からつっ
ぱって生きる
草若と落語に出会い父性を
感じつつ稽古する
やはり自分には拠り所がな
いと常に不安がる
徒然亭に自分の居場所があ
ることに気づく
小次郎
優秀な正典と常に比べられ
てひねくれる －
無職でぶらぶら暮らし一旗
上げようとしながら何も結
果を出せない
小浜の男としてのプライド
を満足し奈津子と貧しくも
幸せに暮らす
正平
自分の夢（恐竜研究）が実
現可能なのかどうか不安を
抱える
夢に向けて大学に進み卒業
する
家の事情を考えて留学を止
めるも夢を諦めきれずフ
リーターになる
正典の助言に基づき念願の
恐竜博物館学芸員になる
最右欄の下線は、各人物の「ふるさと」となる事物や人物
【図表５】主要登場人物の螺旋的な人生行路対照
23
のと同様、徒然亭に「ふるさと」を見いだした四草のため
にも、三人が「兄弟」であってほしい、という萬事の願い
が込められていると考えられる会話である。
他にも多くの人物が、喜代美と相似の人生行路を辿る。
これをまとめたのが【図表５】である。
草若や正典は、元々のコンプレックスがあったのか、ま
た何であったのかは不明である。これは、両者がそうした
ものを抱くべき年齢がストーリーの外（始まる前）であり、
描かれていないからである。また、小次郎はずっと無職の
瘋癲生活をしているので、他人から見たときに表層的成功
と呼べるものはない。ただ、小次郎自身はその生活を楽し
んでいる。
ここで注意しておきたいのは、草若が小次郎を肯定的に
評価していることである。すなわち、（4）の「ほんーま
におもろいお人や」であり、（5）の「ほんーま心の綺麗
な人ゃ」である。そのように評価していることが、草若が
（７）のように小次郎の積年の憂いを霧消させてやること
と整合する。
小次郎は、一発当てることしか考えていない、不器用で
他人の足を引っ張ってばかりいる人物として描かれてい
る。現実社会においては強い批判に曝される属性の持主で
あり、実際劇中でも何度となく罵られている。しかし、主
人公である喜代美の価値観の拠り所でもある草若が、その
小次郎を悪く言わないことで、『ちりとてちん』というド
ラマの懐の深さ、言い換えれば、許容度の高さが視聴者に
感得される。
この小次郎をも許容するほどであるから、いかなる人間
をも『ちりとてちん』は排除しない、ということであり、
これは先述の概念主題を裏付ける。喜代美が、稀代のほら
吹きである木曽山をも弁護し、草々が言い渡した破門を撤
回させた（第 23 週）のも、同様である。
草若が小次郎をそのような眼で見ることができるのも、
「落語家」である故である。前章で指摘した草若が小次郎
を指す時の〈小次郎はん〉という呼称の「ねじれ」は、こ
のことを象徴している。
【図表５】の全ての人物の人生行路が、直接呼称によっ
て象徴されているわけではない。しかしまた、全ての人物
が最終的な生きざまを見いだすときに、それぞれの「ふる
さと」となる事物や人物を触媒としており、その「ふるさ
と」は【図表４】に整理したような呼称の体系によって支
えられている。
おわりに
人物呼称を足がかりとした、『ちりとてちん』の作品構
想の全貌は、概ね明らかにできた、と考える。
論考の最初に述べたように、『ちりとてちん』は人物名
称と人物呼称とに緻密な設定が意図的になされている。そ
れゆえにこのような観点での論考が可能となった。しか
し、こうした論考をなすことは、テレビドラマの表現論的
分析の可能性、ひいては、テレビドラマ表現そのものの可
能性をも示唆することとなった。もちろん、このような表
現のあり方が、『ちりとてちん』が上方落語を題材にした
特殊性を有するからこそ可能であったことは否定できな
い。他のテレビドラマにも敷衍し得る表現・分析の方法論
であるのかどうかは、今後慎重な検討を要するであろう。
しかし、いずれにしても、わが国のドラマ史に残る名作
を、表現論的な観点から解題できたことは、意義のあるこ
とである。
なお、本論考の骨子にあたる第４章の六つの項目では拾
いきれなかったが、それなりの意味を宿していそうな人物
名称・呼称の諸相も論じ残している。
たとえば、（23）において、小梅が正太郎を指して〈正
太郎ちゃん〉と言ったのを受け、草若が瞬時に正太郎と小
梅とがいかなる夫婦関係であったかを悟っているらしい
ところである。あるいは同様に、緑が夫草原を指す呼称が
〈まー君〉であることを周囲も受け容れているところであ
る。さらには、喜代美が婚姻届を記入するにあたって初め
て草々の本名を知り、自分の名字和田と草々の名字青木と
を比べて、学校生活での扱いの違い（出席番号など）を想
像して僻むところである。
このように、人物呼称・名称に関して細部まで濃やかな
表現意図がゆき届いた作品であるがゆえ、主要な様相に
絞って考察せざるを得なかった。残した問題に関しても、
機会をとらえて分析を試みたい。
（了）
人物呼称にあらわれた『ちりとてちん』の作品構想（２）
